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沖縄

～壌宙

の水資

沖縄本島商都の水理地質～

源

小繭泰次郎1添野議人1野間泰簑･井上正文

町宙盗見城村華南風原村1佐敷村1大星村1東風平村で

は鮮新統～翼新統にぞ叔それ属するものとされて=いる.

鶴溌綴欝の地下水

天然ガスを対象とした那覇1号井･同婁号井および那

嘉帝周辺の氷井戸資料など1はって那覇市においては

深度900搬以深に潟よぶ島尻

層灘串に少なくとも魯層の砂

岩層が挾嘆れていること串

よび飲用1冷却用曲流潅用な

どとして利用可能な水質は

一番上の小禄砂岩とその下位

蝸｡滋位蜜恐の砂層瞭熔求め

る鳥お湯蛇慧篇淑め稔ζ

鋤婁判朗松ている吉郷覇滞

付近の皿揚1蜜業場･祭校欝

公共施設1旅館1ビル1商庸

縞よび一般家庭なむでは深

膜餐⑪～蒙⑪⑪鰍の深井肩熔袈欄

て恐れ塗の地下水を利用し

ている例沸多く屍られ葛,

しかしζれら砂砦層はその

僚斜方向すなわも繭棄～南海

凍熔肉かりて漸次深くな夢

をれ紀伴瀞て天水濠透の影響

秘稀薄あな姿ガス水艦を瀞

びてくる簑小禄砂岩層熔劣

いてその地下水をして⑫利

燭限界深度はほぼ凄⑪⑪搬程度

欝工鰯沸鰯添鶴繭繍繁肉鰯(銃球萄腿鎧の紬も匁織下派鱗撃愛爺す)�



第王讃島尻層襟の鈍下水⑳水簸例
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‡比較のため石灰岩からの湧水豊例を併記

(硬度と塩熱ま魂球工業研窺携導所の分析小数点以η濠鵬糖笈入)

いずれもやや淡褐色を帯ぴガス

の気泡を伴っている.

琉球石灰岩の地下水

琉球石灰岩が広く分布する糸満

町･具志頭村･玉城村および知念

村では水源の大部分をその看灰

岩肺の地下水ぽ鉾存している一

これら宥灰岩地帯の地下水のあり.

方は第3図は示すように婁つのタ'

イフに分けて考えること淋できる.

孝イフ(A)は第3鰯一(A)のよう

忙石灰岩と島尻層灘との不整合面

が海面上にあるものを指す.こ

の場合有灰岩台地上に降った雨は

一たん看豚岩の基底凄で浸透する

がその後は不整合繭の凹凸や勾

配はし恋がって周縁部に殉かって

流動し看灰岩急崖下から地表に

擁出養れる.したがって看灰岩

基底における地下水流動量のほど

浸入を受けて塩水化していることがあを､第王表は島

尻層灘中地下水の水質の一部を示したものである.硬

度は対して塩素鐙が異常紀大きいものは化石塩水に属し

⑪轟潟燭鱗郷鰯鰯小緑砂幾恐露頭(郷鰯帝小動こ

て)繭東方剛ζ傾斜し地下1ζ鮒灼でこの村近の

空襲な欝水層とな墨

働島飼鰯灘専郷原溺ゆ灘頭瀦幾嚢=隻些し翻薇錯簡篇を鎌勤(簾風帯村1ζて)

この村遜で1綿臓珊龍の蛾平泳壷含独帯氷騒は紬苛�
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第碧図那覇市付近における島尻層群の水理地質構遺概念図

鮒～〔那覇晴〕

(潔黒制

化岱簸爽

→軍

伽鰍燃

泥岩層

接海面上あるいは海中に排出される.したがって地下

水流動量の大部分は地表から捕捉されにくい.このタ

蜜岬ん1

イフの代表的なものは糸満町最南端の醤屋斌地区および

塞蟻蛙

摩文仁地区に広く分布しここでは未淀地下水をほとん

ど捕捉することがで曹ない1これら婁つの夢イフのう

ち(A)においては特殊な条件はよる以外に総湧出量以

上の地下永を新施に加算しあるいは求めるこ

&はできないが(思)に篤いてはその地下水(a)

流動蟹の大部分蒲しく獄一部は知られていない

勅ゆであ篭がら地下水深劃αって重要な対

象となり得る拙なお宥灰岩申の地下水の水質

を第簑表に赤す､

一石炭岩地欝における氷文餉帯察

沸鰯溶爵繭部⑳琉球宥豚砦飽帯終は飽表減州

､推凄勅芯あ;る｡受棚澄血流流域熔施較的広い

嶋踊層灘露出地帯登宥淡るも⑬紀隈られ不断

概州墨レては蘇溝町糸満飽区恥部熔流閑淡蕃

絵く義

報得州&輿溝顧村濠蛋城村鎧⑳錆界紀沿豫て

流出する訟後川と⑳黛の秘あばら杓る濃度鷲あ

る丑一をく紀兼満町糸沸査閲町人璽を結ぶ線以

繭⑳糸満町破/紗繭横を海める部分熔は金く

地表河川秘ない曲慧の飽繊懇湧水鰯氷鐙紀漢

顯て予察的隠雅算じ愁氷爽筋氷収麦熔濠いて蟻

吻の例を紹介謙鳶帝

謹慈婁嚢

糸満町真栄璽鋤匿簡甥氷遺水源畿篶で利馬慈

れているアｰマｰ労一(泉の固有名一一“カノは泉な渓

の水露頭を鴬映する)は踏査実測当時(1969年4月上

旬)その湧出量が惚〃銅｡すなわち買量約蟻事000並轟て

あっ危告蛮花この湧水の集水面積は水理地質構造的

に約五官5k賦蓮と考えられる｡年間降水量を慧重O00独蛾と

すればこの集水面積に対する降水量は日量平均墨華⑪00

石灰岩の基底が海面上にある場合

(銭)石灰潜の滋蟻秘海雨下はある携含

鶴馨鰯繊灘幾双籍地瀞湾旅灘蝿鷲機鐙鑑禽鰯�
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第2表琉球孫豚砦の地下永の水質例

一

犬里村大里公園=チチンガｰ湧水

玉城村垣花垣花湧水〃

具志頭村具志頭ヤフガｰ〃

鮒.3婁圭菱⑪0

2隻､82,000

膿,壽蓋萢8Qc

1側37

艶641

2?⑪62

〃神座�繭薪水道組合水�����

�源�〃�餓｡籔�鼠鰯�19隻�郷

糸溝町阿波根�シラガｰ�〃�凱｡玉�1,δ60�327�銘

〃兼城�兼蛾ガｰ�拶�滋､餐�工害560�299�鎌

〃糸満�燕満地区給水源�憎諦戸�2婁.嚢�670�娼夏�郷

〃懐栄里�アｰ岬一ガｰ�湧水�2⑰,嚢�1亘798�略6�47

〃与座�専座芳川�〃�2婁,慧�壌｡婁鋤�187�75

〃新垣�較揚水源弗�深井戸�郷｡?�婁壷?o◎�174�3G

〃字江城�クラガｰ�湧水�蝸.違�1,螂�3錫�銚

〃伊敷�カｰタガｰ�〃�20.5�1,430�繍嚢�72

〃〃�伊敷ガｰ�〃�18.6�至,ゑ90�32?�脳

〃喜屋載�喜びの泉�〃�22.8�孟｡釜70�217�69

〃山城�アシガｰ�〃�2隻.㌘�至,670�278�6三

〃米須�ユタカ泉�'〃�20.8�王室370�342�73

〃〃�スｰガｰ(東)�〃�22.2�1,850�247�姻

〃大度�サッチシガｰ�〃�22.8�500�310�ユ8⑫

晦静水層1ま主として石灰岩層かちなる海浜堆積物

(硬度を鍍翻意銃球エ繋概幾指導所の分析小数以下四捨五入)

㎜8会となる出したがって降水量の縦/薯淋湧出している

翻殖紀なる目次ぽ米須および大度の海岸から湧出する

水盤憾当時約鋤垂｡◎o滋養と算定された皇これらの集水

繭積紀ついては未確定である秘最大規穣りて約9b皿2

でありその集水可能量は約50,000m3となる二すな

わちこの場合も降水盤の縦/婁餅湧出していることになる由

これらの例からそのまま計算すれば集水面積エエ㎝.2

当りの地下水流動量は3岳000～4,000皿3/dayとなる.

もちろん実際問題としては多くの要素について設定条件

を厳密に吟味しなけ匁ばならないがこのように地表流

出河川のない石灰岩地帯で1‡水収支関係を数学的には

かなり単純な形でとらえ得る可能

性淋あり単位面積当りの地下水

流動量に一定の規準を与えること

さえできれば降水量の経時観測

と水理地質的地下流域の決定とを

前提として流域ごとの地下水開発

可能量を算出することができよう.

筍豚岩地請に斜予審地下水の鼠存状態

石灰岩中の地下水は多くはその

基底に当る部分すなわち下位の

不透水性岩層(ここの場合は主と

して島免層灘)との不整合面上に

存在するカミ具体的にはある部分

に沿って翠択的に流動しているも

のでありまたある場合には必ず

しも不整合面に限定されていない.

石灰岩中の地下水は次のような

部分に選択的に存在する.

(薮)不整合繭の谷部

(b)有灰洞凄花紋割れ属

(愚)は宥灰岩が多孔質であるとか細かい割れ貝が網

状ぽ発達しているとかあるいは基底紀砂礫層を伴雪な

ど小部分をとってみても透水性の地層とみなすことが

できる場合でζのと書は砕暦性堆積物の揚含と同様紀

地下水面以下であれぱだの地点でも普遍的に地下水を

得ることかで慧る(籍遂図一酸)｡(b)は看灰砦秘綴密

で小部分の吹ンプル湖ブでは透水性比糧としての性質

を有していない場合で地下水は散在する割れ冒や石灰

洞の申にのみ存在する(篤4図一b).

③琉球眉豚嵩⑳鱈簸畿孤質叙翻分く藻溝町繭翻1ζて)

④紳綴泰島繭鵜の購文仁雛潮ζ潟ける琉球看脈嵩め麟欝騎饅の下1ζ

獄島原層灘や翁荻鷺砂堵秘露繊してい義こと秘苧り芥整合箇付遜

紀湧水然漁奮す義�
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微独雌ダ

…労〃

(ら)

次に看灰砦地欝に漸批地下氷の流動力胸や輿水隊域

(地下流域)境界を求める紀は飽下地質構造の知識淡

必要である｡その異体例を鶏騒関によりて示す｡鶏

6関一義は糸満町字江蛾付近の東西方内地形断面を洞窟

紀おげる水露頭の相瀞関係を海抜標劇はって赤し色も

のである.地形的には蟻地点は周囲を遣地点以上の高

度によって囲漢れておりその資も最も低い飽点秘A地

点となっている,した洗って一般通念からすれば遷

地点の地下水か着し流動するとすれ膜その方胸はA方

向しか無いよう紀誇克られ麟ちである､とζる秘地表

地質調査の結果紀よれぱA地点付近紀は島尻層灘が露

出し一方D方向には厚い宥欧砦湯拡く分市しているこ

とか分かった､､蜜た蟻地点の地下水観測績果ぬ攻れば

A地点のそれよりも低くかつ地下水位高度も思飽点の

��

(轟)

搬以以榊

､

㌶搬妙灘奉

蟻霜陳禰⑳蹴沈繕繍護規醐鵬鰯氷く染織榊ζり

それより低いことが判明した.以上の結果を総合した

水理地質断面が第5図㌣bである｡これによってB

地蔵の地下水秘Dガ肉海流れてい蕃ζを潟ぷび温器C

爾地点漕認総蔭れ恕地下氷の簾氷震域(地下流域)⑳鏡

界はζ⑳歓繭紀ついては孜飽歳であ蕃芯おなぜ淋朗ら

があな形花粉夕で勤る苗

㌫地添琳ゆ艦麓終箒いて

本地繊地平水の繰登1開発縫闘瀧じて

島原層灘終対

⑯海瀞簑糊タ鳶孫澱錯⑳翻妻蝸鳶嶋濃鰯熊ζ鎌瀦衡嫌頚然一瀞一茎ζ災)�
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(a)地形断面図

(b)水理地質断面図

⑪

11≡

50皿

◎

⑬字典①

寧_タ波1;

;附帯リ邑

;窟ガl

W1引1グ

��

命砕晦1脚㌦

高

弟5図糸満町宇江城付近における地下永賦存状態の考察

↑

次に石灰岩地帯紀ついてはそのやや具体的なあり方､

(欝4図)沸示すよう紀地下水はいおゆる地下川の形

態とな鵡で肺動しているむとにおいて本邦としてはか

なり特異な存在でありこれは対する注意と工夫が必要

⑳覆狭幾繊1ζ鮒紬一州一識鑑纐蜜く溺純畷犠紘

求めること梯で嚢ないので離水薬は次紬鷺い

⑧馬豚籍地轍ζ糊童鳶鰯繍弐餓雛絵氷箪から糟水蜜注入し溶がら

纐釜いわ換る静水掘りであ蚤�
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既存情報集収

予察図表

調査蕎十両塑義塾璽灘蕪塊表地質鰯

地下地質調査計画

擬査駁鍬裁一11〃率糾フｰパ

第6鰯

匿璽璽汁豊艶吟掘水質試験者鵬鰍蒲ける

遍

繊γ水調蜜諦蘭例

�

であろう.地下川の幅は石灰洞の大きさからいって

せい蒼い黛～細程度を考克られる｡したがりて地表か

ら井戸を掘ってこの鈍下川ぬ蓬着巻せ蕃ζおはかなり困

難な慧鼓㌘あり文寧通り水脈を操す芯とにな葛｡

従来ζれら宥豚砦地帯の地下水深壷は主キしてぶっ

つげ本番式のさく剃はって行な細れておりかつその

欝藍な翻養く資料熔ついての孫統酌な締砺秘中分行なわ

杓ない蜜漢水戴拙舵は成勤一出繍泳舵ぽ失敗批･郷た

･結果験的稼糊激⑳雛鳶滋蜜海で讃想僚繭瀦簿眺津島

繭部飽滅⑳瀞莱⑳氷需総凝鰯謝魑濠籍慈総揚禽滞憾り

溝豚港地帯隠簿樽硯は網蜜艦塵獺禽総態欝努韓備誠鳶舛

勲靭､､燃禰撚鰯鰭搬榔蹄則

繭一艦織駒濃彩秘密簿出発雛祭藩瀞⑳縛駕彪ぢ勅叡

今偉鰯嚇轡闘熱源顯癖騨臓恕篶て

施墾尭減第餐鰯熔添溝数多稼彰渓第旗鰹滋篇嵩畿が期待

鮒部､

,､≡碓締現地め一部を帯締議峰薫踏鐘泌施結果鋤興構造

的容離鯨位置締塔鰯簸掻労胸纏幼沃1嚢地譲地箪調査

総滋劣で潜蕃琢珍帖規娑秘須薫慧畿菊蛎る｡蔑滋地下

州の流路熔ゆ》沢も一地形駒苗氷理地質的稼鰯繁嬉鴛察

樽盗棚であ蕃瀞泌遺跡じ先⑳範闘を警｡～五籔G鮫の煽

畿恐縮めるを鋤派謹る揚舎愁蕗議｡蜜花一芳地譲踏

=鐘のみでは答構造締錨添州の概略傲蟹嵩蒐も全く毒嬢り

秘掃魯れ鮒湾ユ幽愁狡な煮繊･岳濠像揚含は施濠苑は

鋳塗関終鵜げ花盛劣漆深浅誘淡隠然り愁綴密熔捜餐網

濠縮めて行く以榊副戴1劉勃陸棚花労法はない｡いず

れの場合にも最後の決め等になるのはポｰリングとそ

の解析にぷるものであることはいう蜜でもない.

.3｡地下凍⑳剰絹について

沖縄本島繭部麹域のうち那覇市1与那原町咀豊児城

村1耐風原村1卑風平村1大里村1佐敷村な妊膚原砦は

伴雪湧水か相対的に少なく'かつ人口密度の大師堰域

では今濁では最早飲料水の確保養え自給するζあは

困難芯勘る､現在量れらの地区ぽ対しては水道公社に

よ汐で本島牝部山岳地帯の水源(那覇からの距離五00～

夏5眺鮫)潟ぷぴ南部水遣組創亭よりて具志頭村伸座の

海崖にある湧水からそれぞれ絵水されているか本島全

体の需要秘雅躍的に増大することか予想される今目南

邦堆城南半部に広く分布する石灰岩の地下水の開発1利

用紀瀞する依存度は今後益膚増大することこそあれ

減捗球薦慧裟憾諸尭婆批ない誼

禽後葱瀧熔需襲増鳶蹄獺蜜勅蕃も⑳詮じては壁清燭

氷酬鋤蛇玉薬溺氷お農薬踊氷淡誇免られ㌫漢ず工

繋溺氷絡ついては苧嚇ゆ葛淡水周氷塑皿揚⑳堂地は表

繊鵬度刹雛謹嚇はな脇ても鰍鑑瞳

数醐搬艦度輔眠韮揚禦幾つ秘の並地琢慧る彼⑳新親

繊嚇蝉鍛臓離鋤雛苧鵬地獄紀

依存薄ざ篭濠碍瀞珊錐葛弘

次隠雄蝉繊砂壷翼蔑産物は錫梅潟愁熔背簾蜂詮雪

薄泌)簿踏る秘含灘漆潟灌灘施譲は鞍及篶芯潟婆ず

釆氷倣樽載鶯て栽踏養勅芯い蕎拮ζれは島厩層灘瀦�
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質層(クチャ)地帯と石灰岩土壌(マｰジ)地帯とでは

収穫量に大きな開き群あり後者の場合は前者の約半分

でとくに早魅時においてその程度淋薯しくなるという.

ちなみに廿薦の1ヘクタｰル当リ⑳収穫盤はクチャ地

帯で150～180トンマｰジ地帯で6⑪～90トンといわれて

いる.^これほ土壌そのものの地力の差にもよるであろ

うが石灰岩地帯は水持ちが悪いことにも大慧な原因淋

あると思われる｡ちなみに骨簾はその成育する夏牢

～王年半の問に必要とする水鏡秘トン当蝸｡トン紀のぽ

るといわれている位元来水を好むものである由

最近マｰジ地帯では島尻層灘の丘陵を切敢榔てこ

れを客土とする方法が盛んに行なわれているかこれに

カ繧えて公共投資による灌漉施設の充実が切に望まれると

ころであリこのためにもさく井による地下水開発の

効果か注員窓れるものである帝また仮紀今後農産物の

種類に変化郊あったとしてもその生産性向上の前提と

して地下水の重要性は再認識されることになろう.

次に本地域全般に通ずることであるが聚落や山野

や道路沿いの緑化に努めることは単に観光的な側面で

はなく住民自身の精神生活紀潤いと安らぎをもたらす

ため⑳本質的紀重要な施策であろ夢があ思わ叔蕃串

沖縄戦最後の激戦地となっ危この地の緑はか幻て完全

絃消滅した亭今簿なお樹林に乏しく道路おい勅ず凶

野といわずどちらか&い免はドライな見渡す限り強

烈匁太陽をさえぎるものもない蒐漠花蕃光景か眼前熔麗

開している.緑化の前提としではやはり地下水開発が

必要であ資談た緑化はよりて地下氷の量的保金あ調節

の機能が生じ得るのである亜

あとがき

沖縄の湧水の名前には福田の県とか喜びの県とかい

った素朴な感情を表現するものがよく兇受けられる.

そじてそれらの巣の憾&りによく人の尋淋加走られあ

るいは垣をめぐらせて犬切紀保護慈れている嘔また泉

の前記は誰淋いつ置い花のか線香の東カミ供えられてさ

老いる苗泉こそ人埼の命の網であり歓喜の涙であり

信側の対象である､撃者はふと南九州シラス地帯にお

ける象の印象と水を求めてやまなかった“たたき水"

によって代表される苦難の歴史一それは未だ決して充

黒密れてはいない一を思い出していた.武蔵野にお

いてさ史乏水地帯をしての歴史はそれ程合い話ではな`

い.そして現熔象わほとりには弁天様をか薄橿寺とか

いった社寺が信仰の対象として境存している.

那覇市などに対する供給源となっている北部山岳地

帯の水源は今後一層大々的に開発されるであろう.し

かしそれは五醐3幾り50円という水道料金によってはじめ

て可能であるこあを恵れてはならない曲100k服もユ50

k賦も彼方から導水管を敷設す義とい蚤渓ケｰルの大

きいまた長期的計繭に基づくその笑行カは一方紘為

いて水遣事業の黒寧経鴬あ他方虹おいて水は貴重なも

のであるという根本的な思想を原動カとしている申な

⑨聚落の榊己ある瀦水人萄葦この地1こ僅みついて以燦餓顯鰯をして大鰍ζ繰

護巷れてきた

鰯菊脈幾禽遜の藩斜繭からの湧水この部分から上は琉球石灰砦

下は箆凝層麟である�
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ればこそ那覇市周辺でほ1員当り100があるいは

30狐3といった水量を確保するために王00蛾も200服も,

井戸を掘って中新統の地下水を利周している自侭紀そ

れか欽周に適しなくても洗糠1雑用水として上水遣

とは別に使用している岳200mもの深さに井戸を掘る

以上ほ3量⑪O⑪がの揚水をしなければ気が済まなかったり

水洗や洗車用紀薮で飲用水質基準に適して余りあるほど

の上等の水を便りたり水の評価を不当紀値切るζとが

手柄であっ施りする感覚とはいずれが正常な状態なの

であろうか､

元来水は費璽なものである喧われわれの祖先は決し

てやすやすを氷を編てい施のではない刮瓜と汗海よっ

て求めかつ護り抜いて意た水源を子孫がたまたまや

すやすと使っていたのに過ぎなかり淀のではなかろうか.

習いたくとは何かということをわれわれは忘れているの

ではない花もうか昔祖国復帰行進団を沿道に迎えて

小学生鐘湾浮樽等紀振りかざす賢の丸の小旗を見るとき

それは何か忘れかけていたものを熱く蘇らさずにはおか

ない由離かかザ祖国の中の異国｣ではなくr異国の中

の祖副であるといった.それは本土こそ異国と化し

てし蜜つ花のであり沖縄にこそ“祖国"は生きている

あい夢意瞭なのであるうか垂かつて祖先が水を求めて

歩んで巷花苦難の遺そして水秘金銭を超越し花精神

と菌体の生命の源で勅るとい蚤心一それは哲人秀一レ

第の書薬を借算る漢でもなく民衆の実感としての心な

⑳湖喜一は今沖縄においてζそ再発見するのである.

真の水の開発を合理的利刷ま沖縄においてごそ実現し得

蕃のかも知れない.

(文責晦用地質部木野義人)

⑬欝び乃巣(蘇瀦鰍欝鐙織綬て)
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